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産
、
育
児
な
ど
の
心
配
や
不
安
を
和
ら

げ
ら
れ
る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

―
ネ
ウ
ボ
ラ
の
特
徴
を
、市
で
は

ど
う
生
か
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　

妊
産
婦
や
子
育
て
中
の
保
護
者
、
ご

家
族
の
方
が
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る

拠
点
と
し
て
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

の
中
に
「
寒
河
江
市
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
や
助
産
師
が
、
母
子
保
健
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
妊
娠
や
子
育
て

に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。
助
産
師
は
、
妊
娠
出

産
を
は
じ
め
と
し
た
産
前
・
産
後
の
き

め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
す
る
た
め

に
、
妊
産
婦
指
導
専
門
員
と
し
て
平
成

30
年
度
か
ら
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
や
ご
家
族
に
丁
寧
に

寄
り
添
い
、
妊
娠
の
初
期
か
ら
お
子
さ

ん
が
成
長
さ
れ
る
ま
で
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
実
現
す
る
た
め
に
、
支
援
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
支
援
機
関
と
の
連
携
事
業
は
、

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ま
ず
支
援
機
関
と
し
て
は
産
科
医
・

小
児
科
医
な
ど
の
医
療
機
関
、
保
健
所
、

児
童
相
談
所
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市

内
医
療
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行
う

産
後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
と
は
、
ご
出
産
の
後

に
自
宅
で
安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ

う
に
、
出
産
後
３
カ
月
未
満
の
お
母
さ

　

寒
河
江
市
の
希
望
あ
る
未
来
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
策
定
さ
れ
た
「
さ
が
え

未
来
創
成
戦
略
」
の
中
で
、
基
本
目
標

の
一
つ
と
し
て
出
生
率
・
出
生
数
の
向

上
に
よ
る
自
然
動
態
の
改
善
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

妊
娠
前
か
ら
お
子
さ
ん
が
成
長
さ
れ
る

ま
で
を
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
「
寒
河

江
型
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
平
成
28
年
度
か
ら

展
開
し
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
の
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
お
聞
き
し
ま
す
。

―
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
？

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
「
助
言
・
ア
ド

バ
イ
ス
の
場
所
」
を
意
味
し
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
で
は
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
ま
で
、

保
健
師
や
助
産
師
が
、
お
母
さ
ん
や
お

子
さ
ん
、
家
族
全
体
に
寄
り
添
い
支
え

る
制
度
の
名
称
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
な
ど
が
妊
娠
初
期
か
ら
丁
寧

に
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る

拠
点
が
身
近
に
あ
る
こ
と
で
妊
娠
や
出

ん
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

産
後
の
お
母
さ
ん
の
不
調
や
赤
ち
ゃ
ん

の
お
世
話
の
練
習
、
お
母
さ
ん
と
赤
ち

ゃ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
に
つ
い

て
、
市
内
の
産
科
医
療
機
関
で
専
門
家

に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
日
帰
り
の
ほ
か
宿
泊
で

の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

　

寒
河
江
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
妊
娠
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、

お
子
さ
ん
が
成
長
さ
れ
る
ま
で
に
丁
寧

に
寄
り
添
い
、
ご
相
談
い
た
だ
い
た
ご

心
配
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
支
援
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
妊
産
婦
・
お
子
さ
ん
・

ご
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
妊
娠
中

に
気
を
付
け
る
こ
と
や
出

産
後
の
母
乳
・
ミ
ル
ク
の

こ
と
、
育
児
の
悩
み
や
市

の
育
児
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い

て
の
相
談
な
ど
、
お
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
不
妊
治
療
費
へ
の
助

成
事
業
「
さ
が
え
こ
う
の

と
り
応
援
事
業
」
と
、
市

立
保
育
所
で
の
一
時
保
育･

休
日
保
育
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
は
ー
と

寒
河
江
」
に
つ
い
て
、
次

の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
で
応
援　

寒
河
江
の
子
育
て
寒
河
江
型　
　
　

ネ
ウ
ボ
ラ
っ
て
？

妊娠期 出産・産後妊娠前 育児

妊産婦支援専門員・保健師・乳児訪問指導専門員などによる、妊産期から子育て期に　　わたる切れ目のない支援 

寒河江市子育て世代包括支援センター　（妊娠・出産・育児などの　　ワンストップ相談窓口）

NEW 

さがえこうのとり応援事業

大人の風疹予防接種

母子健康手帳交付

妊婦相談・妊婦訪問

妊婦健康診査・妊婦歯科検診

パパママスクール・祖父母学級

乳児家庭全戸訪問

さがえハッピーギフト事業① さがえハッピーギフト事業②

乳幼児健診・歯科検診

離乳食教室　　・育児教室

NEW 

産前・産後サポート事業

産後ケア事業

子育て支援事業

予防接種事業

寒河江型ネウボラ

育児相談・おやこ相談

みんなで応援　寒河江の子育て

特　集
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　田代地区担当の地域おこし協力隊・沼田卓哉です。４月いっぱいをもちまして

協力隊の任期を終えることとなりました。あっという間の３年間でしたが、田代

小学校を改装した「学びの里ＴＡＳＳＨＯ」のオープンまでお手伝いすることが

でき、寒河江の新たな交流拠点づくりに貢献できたことをうれしく思っています。

　オープンに向けた準備を進める中で、田代だけでなく、寒河江

市内のさまざまな方々と知り合うことができました。この間、市

内の食文化等、実際に暮らしてみないと分からないことを数多く

学ばせていただきました。今後は故郷の仙台に帰りますが、寒河

江のディープな魅力をこれからもどんどん伝えていきたいと思い

ます。３年間、本当にありがとうございました。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

沼田　卓哉（宮城県出身・29歳）

田代の元気は寒河江の元気。ヨソモノの視点で地域資源を発掘し、葉山の

郷の情報を発信し続けます！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

さ
が
え
こ
う
の
と
り
応
援
事
業

　

本
年
度
よ
り
、
こ
れ
ま
で
県
と
の
連

携
で
実
施
し
て
き
た
特
定
不
妊
治
療
費

へ
の
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
市
独
自
部

分
を
拡
充
し
、
さ
ら
に
一
般
不
妊
治
療

(

人
工
授
精
）
に
つ
い
て
も
助
成
を
新
た

に
開
始
し
「
さ
が
え
こ
う
の
と
り
応
援

事
業
」
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
本
事
業

で
は
、
妊
娠
を
希
望
さ
れ
な
が
ら
も
お

子
さ
ん
を
授
か
る
こ
と
が
難
し
い
ご
夫

婦
に
対
し
て
、
そ
の
治
療
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
不
妊
治
療

の
中
で
も
医
療
保
険
適
用
外
で
高
額
に

な
る
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
な
ど
に
対

し
、
ご
夫
婦
の
経
済
的
な
負
担
を
和
ら

げ
、
望
む
タ
イ
ミ
ン
グ
で
治
療
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
よ
り
助
成
額
を
拡
充

し
、
対
象
年
齢
を
変
更
し
ま
し
た
。

■ 

対
象
／
次
の
①
②
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
方
。
た
だ
し
所
得
制
限
な
ど

の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

①
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で
、

夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
一
方
ま
た

は
両
方
が
寒
河
江
市
に
住
民
票
を
有

す
る
方

　

 

②
一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精
）、
特

定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て

は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
、
ま
た
は

極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
方

■ 

助
成
対
象
経
費
・
助
成
額
／[

特
定
不

妊
治
療(

体
外
受
精
・
顕
微
授
精)]

１
回
の
治
療
に
要
し
た
助
成
対
象
経

費
か
ら
県
が
実
施
す
る
助
成
額
を
控

除
し
た
額
（
上
限
30
万
円
）
。
年
齢
等

に
よ
り
助
成
回
数
が
変
わ
り
ま
す
。

[

一
般
不
妊
治
療
（
人
工
授
精)]

人

工
授
精
に
よ
る
治
療
に
か
か
る
医
療

保
険
適
応
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
本

人
負
担
額
の
７
割
（
１
円
未
満
は
切

り
捨
て
。
治
療
を
開
始
し
た
月
か
ら

数
え
て
２
年
間
で
上
限
７
万
円
）
。

■ 

問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
す
く
す

く
健
康
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線

627
へ
。

 

一
時
保
育
・
休
日
保
育

　

寒
河
江
市
に
住
所
が
あ
り
、
や
む
を

得
な
い
理
由
（
一
時
保
育
は
就
労
理
由

を
除
く
）
に
よ
り
家
庭
保
育
が
で
き
な

い
場
合
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
年

齢
は
そ
の
年
度
の
４
月
１
日
現
在
で
判

断
し
ま
す
。

一
時
保
育

■ 

対
象
／
１
歳
以
上
小
学
校
就
学
前
の

お
子
さ
ん

■
保
育
場
所
／
市
立
保
育
所

■ 

保
育
時
間
／
月
曜
日
～
土
曜
日(

国

民
の
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
（
土
曜
日
は
午
前
11

時
30
分
ま
で
）

休
日
保
育

■
対
象
／
生
後
２
カ
月
以
上
小
学
校
就

　

学
前
の
お
子
さ
ん

■ 

保
育
場
所
／
０
～
２
歳
児
は
ゆ
り
か

ご
子
ど
も
園
、
１
～
５
歳
児
は
し
ば

は
し
保
育
所

■ 

保
育
時
間
／
日
曜
日
お
よ
び
国
民
の

祝
日
（
年
末
年
始
は
除
く
）
の
午
前

８
時
～
午
後
６
時

● 

利
用
料
／
３
歳
児
未
満
は
２
５
０
０

円
、
３
歳
児
以
上
は
１
５
０
０
円

● 

申
込
／
利
用
希
望
日
の
７
日
前
ま
で

に
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も
支
援
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
619
へ
。

　寒河江市総合子どもセンター「ゆめはー
と寒河江」は、児童センター、子育て支援
センター、ファミリーサポートセンターの
機能を併せ持つ施設です。
　児童センターは広々とした遊戯室に、ト
ランポリンや鉄棒、跳び箱などの体を使っ
て遊べる遊具が配置され、児童の体力増進、
健全育成を目指します。子育て支援センタ
ーは、ボールプール、ままごとコーナー、絵本コーナーなど、小さいお子さんが
安全に遊べる遊具がたくさんあります。赤ちゃん広場の中には授乳室を完備。赤
ちゃんとお母さんが、落ち着いた雰囲気の中でゆったりと過ごすことができます。
ファミリーサポートセンターは地域で安心して子育てができるように、子育ての
お手伝いをしたい人、手助けを受けたい人との相互援助活動をサポートしていま
す。ファミリーサポート会員から、会員の自宅等での一時保育や保育施設への送

迎などの支援が受けられます。
　｢ゆめはーと寒河江」は、乳幼児から18歳
未満までのお子さんが利用できます。楽し
い遊びがいっぱい「ゆめはーと寒河江」は
皆さんの子育てを応援します｡
　みんな遊びに来てくださいね｡

●問合せ／ゆめはーと寒河江☎83-3225へ｡

楽しさいっぱい　ゆめいっぱい
「ゆめはーと寒河江」

ファミリーサポートセンター
利用料金（１時間当たり）

午前７時から
午後７時まで

左記時間以外

平日 300円 ４00円

土・日曜日
祝祭日

４00円 ６00円

内科医長　伊藤誠

　心房細動は、心房が細かく震え

るように動く不整脈で、高齢にな

るほど発症しやすく、近年増加している病気です。

この病気の怖いところは、心臓内の血液を滞らせ、

血栓（血の塊）を作り、それがはがれると脳動脈が

詰まり、重症脳梗塞を引き起こしてしまうことです。

そうならないためには、心房細動を早期発見し、脳

梗塞予防薬を服用することが大切です。心房細動は、

発作時に心電図をとれば簡単に診断できますが、患

者さんの約半数は無症状のため、心電図をとるきっ

かけがありません。そのため、自分で見つける工夫

が必要です。毎朝、脈をとってみましょう。手のひ

らを見て、親指の付け根のあたりの手首に、もう一

方の手の人差し指、中指、薬指の３本を当て、15秒

くらい脈を測ってみてください。脈が不規則なら心

房細動かもしれません。また、家庭血圧計で脈拍数

が100以上あったり、エラーや測定不能と表示される

時にも心房細動が疑われます。このような場合には、

早めに医療機関を受診してください。

●問合せ／市立病院☎86-2101へ。

心房細動を早期発見する

市立病院ドクターアドバイス高齢者ホッと情報

　　なにほいず？

　誰にでもやってくる老いに備えて知っておきたい

知識の１つです。認知症などの理由で判断能力が不

十分になってくると、貯金や不動産などの財産を管

理したり、遺産分割の協議をしたり、介護などのサ

ービスや施設への入所に関する契約を結んだりする

必要があっても、自分でこれらのことをするのが困

難になる場合があります。また、自分に不利益な契

約であってもよく判断ができずに契約を結んでしま

い、悪徳商法の被害に遭うおそれもあります。この

ような判断能力の不十分な方々を保護し支援するの

が成年後見制度です。制度は大きく分けると２つあ

り、１つは、判断能力がある元気なうちに、誰にど

のような支援をしてもらうか等をあらかじめ契約に

より決めておく「任意後見制度」です。もう１つは、

判断能力が不十分になってから、本人や家族等が申

し立てを行い家庭裁判所によって成年後見人等が選

任される「法定後見制度」で、本人の判断能力に応

じて、後見、保佐、補助の３つに分かれています。

●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係

　☎86-2111内線623へ。

　成年後見制度を知っておこう

　｢成年後見制度」ほいずはよ、

特集みんなで応援　寒河江の子育て
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さがえフォトスタジオ

　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や

　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　

　４月８日、旧田代小学校が田舎体験とスポーツが楽しめて宿泊もでき

る施設に生まれ変わり、記念式典が行われました。

「春の交通安全県民運動」寒河江市出発式 鯉のぼり掲揚式 「学びの里ＴＡＳＳＨＯ」グランドオープン記念式典

　４月６日、醍醐小学校の児童が、交通安全を誓い書き

込んだ「交通安全の桜」を佐藤市長らに送りました。

　４月10日、なか保育所の園児が、市役所で鯉のぼりを

掲揚し、歌を披露しました。

トルコ生活を味わう会 平塩舞楽

　３月17日、本市の姉妹都市・トルコ共和国ギレスン市

の文化を、市国際交流協会会員が食を通して学びました。

　４月３日、県指定無形民俗文化財「平塩舞楽」が熊野

神社に奉納されました。

　４月上旬、市立・民間立14カ所の認可保育所・認定こども園に新たに

292人の子どもたちが入所しました。

保育所入所式
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の ま ど生 涯
学 習

寒河江市美術館

今月の1冊

わたしたちが孤児だったころ
カズオ・イシグロ・著／入江真佐子・訳　

早川書房・発行　

　2017年ノーベル文学賞受賞作

家、カズオ・イシグロ氏の長編

小説である。長崎出身でイギリス人であるイシグ

ロ氏は、「人間の『記憶』」を一貫して描いてきた。

本書は、日中戦争が勃発し混迷をきわめる上海を

舞台に、失踪した両親を探す私立探偵バンクスの

物語である。スリリングな「失われた過去と記憶

の旅路」の果てに明かされる真実。“イシグロワー

ルド”を堪能してください。

より体験できる美術館へ

アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
通
販
の
普

及
、
大
型
書
店
の
進
出
に
よ
っ
て
、

そ
の
地
域
の
文
化
を
支
え
た
本
屋

が
店
を
閉
め
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

に
心
痛
む
。

　

明
治
六
年(

一
八
七
三)

六
月
の

丑
町
大
火
に
よ
っ
て
、
住
居
を
失

っ
た
松
田
彦
次
郎
（
二
十
五
歳
）

は
上
町
の
大
通
り
に
進
出
し
た
。

農
業
を
営
む
彦
次
郎
は
、
そ
の
後
、

寒
河
江
村
役
場
の
書
記
と
な
り
、

楯
西
消
防
組
の
副
頭
取
を
務
め
る

ま
で
に
な
っ
た
。
明
治
十
一
年
西

村
山
郡
役
所
の
建
設
状
況
を
視
察

に
来
た
県
令
三
島
通
庸
に
頼
ん
で
、

「
月
山
」
の
和
歌
を
揮
毫
し
て
も
ら

っ
た
。「
雲
の
上
重
な
る
嶺
の
白
雪

を
踏
み
分
け
て
行
く
月
の
山
か
な
」

と
あ
る
。

　

明
治
二
十
年
代
頃
か
ら
、
書
籍
・

文
房
具
・
洋
小
間
物
・
和
紙
・
茶
・

煙
草
・
教
科
書
・
理
科
教
材
・
理

化
学
機
械
を
扱
う
業
務
を
営
む
。

書
籍
は
、
寒
河
江
地
方
の
読
者
の

注
文
に
よ
っ
て
、
東
京
神
田
や
日

本
橋
の
書
籍
問
屋
か
ら
芸
術
・
文

学
・
哲
学
・
教
科
書
・
農
業
・
商

工
業
な
ど
の
和
漢
・
洋
学
書
を
大

量
に
移
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
寒
河
江
小
学
校
長
の
小

泉
政
勝
は
「
教
育
評
論
」、
高
松
の

地
主
國
井
禮
助
は
「
唐
詩
選
」
の

注
文
と
あ
る
。

　

ま
た
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
の

国
定
教
科
書
は
、
山
形
の
八
文
字

屋
を
売
捌
所
と
し
て
、
松
田
書
店

で
は
寒
河
江
市
や
西
川
町
の
各
小

学
校
で
頒
布
し
た
。
松
田
書
店
は

三
代
目
の
時
に
基
盤
を
確
立
し
た

も
の
と
見
え
る
。

　

四
代
の
雄
信
（
お
の
ぶ
）
は
教

育
に
熱
心
で
、
書
店
経
営
の
ほ
か

町
の
青
年
た
ち
の
学
力
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
「
寒
河
江
西
部
黌
（
こ

う
）」
と
い
う
予
備
校
を
創
立
し
た
。

ま
た
旅
に
出
た
と
き
、
自
ら
の
子

弟
に
「
試
験
は
終
わ
っ
た
か
、
成

績
は
ど
う
か
、
早
寝
早
起
き
、
嫌

い
な
学
科
を
勉
強
せ
よ
」
な
ど
と

便
り
を
し
て
、「
守
ら
な
い
と
き
土

産
は
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
そ

の
子
三
知
雄
は
「
寒
河
江
音
頭
」

の
作
詞
者
、
同
じ
く
祐
三
郎
は
「
寒

河
江
小
唄
」
の
作
曲
者
。
と
も
に

文
芸
の
才
能
が
光
っ
て
い
た
。

　

松
田
本
屋
は
、
上
町
の
坂
の
所

に
あ
っ
て
、
彦
次
郎
た
ち
が
引
い

た
用
水
堰
が
と
う
と
う
と
流
れ
て

い
た
。
蔵
店
の
中
、
畳
の
上
に
た

く
さ
ん
の
本
を
並
べ
て
、
雄
信
じ

い
さ
ん
が
メ
ガ
ネ
を
光
ら
せ
て
店

番
を
し
て
い
た
。「
買
わ
な
い
な
ら

帰
れ
は
あ
」
と
何
回
も
叱
ら
れ
た

こ
と
を
思
い
出
す
。

本
屋
の
灯
を
守
る
松
田
書
店

Sagae Library

さがえライブラリー

三島通庸の書

「
寒
河
江
さ
く
ら
ん
ぼ

大
学
」
本
年
度
も
開

講
し
ま
す

　

平
成
26
年
度
に
開
講
し
５
年
目

を
迎
え
る
市
民
講
座
「
寒
河
江
さ

く
ら
ん
ぼ
大
学
」
。

　

本
年
度
も
各
地
区
公
民
館
を
キ

ャ
ン
パ
ス
に
、
昨
年
度
か
ら
開
設

し
た
大
学
院
と
６
つ
の
学
部
を
開

講
す
る
予
定
で
す
。
学
部
名
（
予

定
）
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
が
、
日
時
等
の
詳
細
は
、
市
報

５
月
20
日
号
と
一
緒
に
配
布
さ
れ

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■ 

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
（
中
央
公
民

館
）／
大
学
院
（
慈
恩
寺
の
歴

史
専
攻
科
）、
活
き
生
き
元
気

学
部
、
歴
史
学
部

■ 

東
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
部
地
区

公
民
館
）／
ア
ク
シ
ョ
ン
交
学
部

■ 

南
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
南
部
地
区

公
民
館
）／
第
二
の
人
生
設
計

学
部

■ 

柴
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
（
柴
橋
地
区

公
民
館
）／
ふ
る
さ
と
匠
の
技

学
部

■ 

西
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
西
部
地
区

公
民
館
）／
地
域
発
見
学
部

●
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課

　

☎（
８
６
）５
１
１
１
へ
。

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議　

入
選
標
語

だ
れ
で
も
ね　

や
さ
し
い
言
葉　

ま
っ
て
い
る

寒
河
江
小
学
校
５
年　

阿
部　

宙
夢　

さ
ん

　

新
た
な
美
術
館
専
門
員
と
し
て
、

４
月
１
日
付
け
で
白
田
歩
香
さ
ん

（
天
童
市
）
が
着
任
し
ま
し
た
。

白
田
さ
ん
は
東
北
芸
術
工
科
大
学

芸
術
学
部
を
卒
業
。
こ
れ
か
ら
は
、

主
に
市
美
術
館
を
拠
点
と
し
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
市
の
芸
術
文
化
の
よ
り
一
層
の

振
興
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
美
術
館
専
門
員
が
着
任

　

今
年
の
成
人
式
を
左
記
の
通
り

開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
８
月
14
日
㈫
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
民
文
化
会
館

● 

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
。
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
に

は
、
７
月
上
旬
ご
ろ
に
案
内
状

を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
現

在
市
内
に
住
所
の
な
い
方
は
、

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

本
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
に

　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
事
業
や

施
策
な
ど
の
中
で
、
皆
さ
ん
が
聞

き
た
い
内
容
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選

ん
で
い
た
だ
き
、
市
職
員
が
出
向

い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
生
涯

学
習
事
業
で
す
。
昨
年
度
は
、「
寒

河
江
市
の
歴
史
」、
「
防
災
知
識
講

座
」、
「
消
費
生
活
講
座
」
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

よ
る
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
実

行
委
員
が
式
を
運
営
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ

実
行
委

員
に
な

り
、
心

に
残
る

楽
し
い

成
人
式

に
し
て

み
ま
せ

ん
か
。

●
申
込
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

　

習
係
☎（
８
６
）５
１
１
１
へ
。

● 

対
象
／
市
内
在
住
や
在
勤
ま
た

は
在
学
す
る
10
人
以
上
で
構
成

さ
れ
て
い
る
団
体

● 

内
容
／
観
光
や
歴
史
、
交
通
安

全
、
防
災
、
消
費
生
活
な
ど
、

身
近
な
も
の
か
ら
専
門
的
な
も

の
ま
で
約
60
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
ま
す
。

● 

申
込
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
☎（
８
６
）５
１
１
１
へ
。

大
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

申
請
受
付
中

　

実
行
委
員
を
募
集

　寒河江市は「日本一さくらんぼの里」。そして、

江戸時代から俳句の盛んな都市(まち)。俳句に

親しむとともに、俳句を通して寒河江市を見つめ

てみましょう。

●日時／７月１日㈰午後１時30分～３時30分

●会場／中央公民館ホール(文化センター内）

● 記念講演／「俳句、好きです」～季節の言葉と

暮らす幸せ～　岸本葉子氏

＝６月13日㈬まで俳句を募集します＝

　１人２句以内で内容は自由ですが「さくらんぼ」

｢寒河江に関するもの」を季題とします。市内各所

(市立図書館、市役所、文化センター、ハートフル

センター、寒河江駅、フローラ・ＳＡＧＡＥ、ゆ

～チェリー、慈恩寺、チェリーランド、長岡山、

最上川ふるさと総合公園、市立病院）に設置され

た投句箱へ投句してください。

●問合せ／市立図書館☎86-1662へ。

全国俳句大会
第48回さくらんぼの都市（まち）さがえ

　今年の４月から市美術館の美術館専門員に着任した

白田歩香（しらたあゆか）と申します。私は大学時代

に、子どもたちと物づくりのワークショップを数多く

行ってきました。その経験を生かして「体験できる企

画」をこれまでより多く取り入れたいと思っています。 

　また、これまで行われてきた若手作家や市内の団体

による企画展は、市美術館の強みだと考えますので継

続していきます。そして、子どもから大人まで幅広い

世代の方が楽しめる、学びのある場として、市美術館

を盛り上げていくつもりです。

　お誘い合わせの上、気軽にお越しください。

●問合せ／市文化センター　美術館専門員　白田

　☎86-5111へ。

いっちゃん会 ５／19㈯午後２時～３時

ムーミンママクラブ ５／20㈰午前11時～11時40分

図書館ボランティアチェリー

 ５／８㈫・15㈫・29㈫の午前10時～11時30分

子ども読書週間にちなんだ紙芝居等の展示 ５／13㈰まで

リフレッシュしよう！ ５／21㈪まで

青春 ５／29㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

14日㈪・28日㈪❺月の休館日

22日㈫～27日㈰「蔵書点検による休館」
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観
光
物
産
協
会
講
演
会

●
日
時
／
５
月
24
日
(木)
午
後
４
時
～
５
時

●
会
場
／
割
烹
旅
館
吉
本

●
内
容
／
市
市
史
編
纂
委
員
長
・
宇
井
啓
氏

が
「
寒
河
江
八
幡
宮
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
観
光
物
産
協
会
☎(

８
６)

８

８
６
６
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

(

甲
・
乙
・
丙
種)

●
期
日
／
６
月
23
日
(土)
午
前
中

●
会
場
／
寒
河
江
工
業
高
等
学
校

●
願
書
設
置
場
所
／
西
村
山
消
防
本
部
、
村

　

山
総
合
支
庁
西
村
山
総
務
課

公
共
施
設
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

　

公
共
施
設
の
建
築
後
50
年
前
後
、
老
朽
化

が
進
む
中
、
人
口
減
少
や
生
活
の
多
様
化
等

に
対
応
す
る
施
設
の
整
備
、
利
活
用
の
方
法

を
早
急
に
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
施
設
の
現
状
等
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
施
設
ご
と
の
計
画
を
作
成

し
た
い
と
考
え
、
次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
出
前
講
座
の
開
催

　

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題
、
整
備
・
管
理

に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
町
会
、
団

体
の
会
合
等
に
職
員
が
出
向
き
説
明
し
ま
す
。

②
検
討
を
行
う
会
等
の
開
催

　

本
年
度
に
計
画
作
成
を
予
定
し
て
い
る
市

役
所
庁
舎
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
機
会
を
設
け
る
予
定
で
す
。

参
加
者
の
募
集
方
法
や
、
施
設
計
画
に
向
け

考
え
方
を
ま
と
め
る
た
め
の
指
針
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
申
込
／
市
財
政
課
☎(

８
６)

２
１
１
１
内

線
413
へ
。

平
成
30
年
度
か
も
し
か
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

　

小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
親
子
で

楽
し
く
交
通
安
全
を
学
び
ま
す
。

●
開
催
日
時
／
１
回
目
は
５
月
下
旬
～
６
月

上
旬
、
以
後
２
カ
月
に
１
回
程
度
を
予
定
。

活
動
時
間
は
平
日
の
午
後
４
時
ご
ろ
か
ら

１
時
間
程
度
。

●
会
場
／
白
岩
（
麓
公
民
館)

、
舟
橋
（
舟
橋

公
民
館)

、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
会
費
／
運
営
費
と
し
て
お
や
つ
代
程
度

●
申
込
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
231
へ
。

総
務
省
統
計
局
の
家
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
収
支
の
面
か
ら

明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。
調
査
員
が
ご
自

宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
調
査
地
区
／
中
央
１
丁
目
３
・
４
番
、
丸

内
２
丁
目
２
番
、
本
町
２
丁
目
９
～
12
番

●
調
査
期
間
／
準
備
調
査
は
平
成
30
年
６
月

中
、
本
調
査
は
８
月
か
ら
１
年
間

●
問
合
せ
／
県
統
計
企
画
課
生
活
統
計
担
当

☎
０
２
３(

６
３
０)

２
１
８
７
へ
。

｢

あ
れ
…
物
忘
れ｣

と
感
じ
た
ら

認
知
症
予
防
体
操
教
室

　

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
５
月
16
日
～
６
月
13
日
の
毎
週
水

曜
日
、
午
前
10
時
15
分
～
11
時
45
分
。
５

●
申
請
／
電
子
申
請
は
５
月
11
日
(金)
～
21
日

(月)
、
書
面
申
請
は
５
月
14
日
(月)
～
24
日
(木)

に
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３(

６
３
１)

０
７
６
１
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
キ
押
し
花
会
「
押
し
花
作
品
展
」

■
日
時
／
５
月
19
日
(土)
～
６
月
３
日
(日)
の
午

前
９
時
～
午
後
６
時

■
内
容
／
草
花
や
木
の
皮
、
果
実
等
を
使
用

　

し
た
押
し
花
絵
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ド
ッ
ク
ラ
ン
が
オ
ー
プ
ン

　

使
用
す
る
に
は
登
録
が
必
要
で
す
。

■
登
録
に
必
要
な
も
の
／
犬
の
鑑
札
、
１
年

以
内
の
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
、
１
年
以

内
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
証
明
書
、

犬
の
全
身
写
真

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　

☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
・
臨
川
亭

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
展
／
５
月
26
日
(土)
～
６
月

３
日
(日)
の
午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
初
日

は
午
後
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で)

。
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
に
体
験
教

室
（
参
加
費
・
千
円
～
）
を
開
催
し
ま
す
。

臨
川
亭
茶
会
（
受
付
・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

■
立
礼
席
呈
茶
／
５
月
13
日
(日)
・
19
日
(土)

■
方
円
流
月
釜
／
５
月
27
日
(日)

月
18
日
、
６
月
１
日
・
８
日
の
各
金
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
方
、
各
回
６
人

●
内
容
／
健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
頭
と
体

の
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
持
ち
物
／
内
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

お
知

ら
せ

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

応
急
手
当(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

講
習
会

●
日
時
／
５
月
14
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
４
階

●
申
込
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理

　

室
☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
199
・
200
回
公
演

謡
曲
、
西
洋
舞
踊
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
５
月
13
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時

■
出
演
／
観
世
流
歓
謡
会
、
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
・

サ
フ
ィ
ナ

お
か
げ
さ
ま
で
２
０
０
回
！
「
２
０
０
回
記

念
ス
テ
ー
ジ
」

■
日
時
／
５
月
20
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時
20
分

■
出
演
／
み
ゅ
～
じ
館
ほ
か
７
団
体

■
そ
の
他
／
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
10
人

に
差
し
上
げ
ま
す
。

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
５
月
12
日
(土)
、
６
月
９
日
(土)
の
午

前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

●
内
容
／
手
芸
、
雑
貨
、
衣
類
、
骨
董
品
等

の
展
示
即
売
会

● 

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎(
８
５)

１
４
９
９
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
も
の
づ
く
り

■
日
時
／
５
月
９
日
(水)
午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
材
料
費
／
３
０
０
円

み
ん
な
で
歌
を
唄
お
う

■
日
時
／
５
月
16
日
(水)
午
前
10
時
～

名
作
映
画
鑑
賞
会

　

｢

顔
」
吉
村
正
子
容
疑
、
妹
殺
し
。
逃
げ
て

逃
げ
延
び
て
、
行
く
先
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
に
出
合
い
、
生
き
て
い
る
実
感
を
与
え
ら

れ
て
い
く
。

■
日
時
／
５
月
19
日
(土)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●
申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

し
ゃ
ぼ
ん
玉
あ
そ
び

●
日
時
／
５
月
18
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
（
西
根
公
園
）

●
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

　

３
２
２
５
へ
。

自
動
車
税(

県
税)

の
納
期
限
は

５
月
31
日
(木)
で
す

　

各
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各
総
合
支
庁
税

務
担
当
課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

忘
れ
ず
に
期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
課
税
課
☎
０
２

３(

６
２
１)

８
２
５
６
へ
。

５月15日㈫から市税のクレジット納付ができます
　市では、スマートフォンやパソコンからインターネットを通じて、ヤフー
株式会社が運営する「ヤフー公金支払い」のホームページで、24時間いつで
もどこでも税の納付ができるようになります。詳しくは市ホームページをご
覧ください。
納付できるもの

・市県民税(普通徴収） ・固定資産税・都市計画税
・軽自動車税  ・国民健康保険税(普通徴収）
注意点

・納付には金額に応じて別途決済手数料がかかります。

・クレジット納付の取り扱いは、各税の納期限までとなっています。
・期別(納付書）ごとに「ヤフー公金支払い」での手続きが必要です。
・市から領収証は発行しませんので、納税通知書とカード会社が発行する利
　用明細書等でご確認ください。
・軽自動車税の納税証明書は、後日、市から送付しますが１カ月程度かかり
　ます。車検でお急ぎの場合はクレジットカード以外の方法(コンビニエン
　スストア、金融機関等）をご利用ください。
●問合せ／市税務課納税係☎86-2111内線351へ｡

納付金額 決済手数料（税込）

　　　　～10,000円 108円

10,001円～20,000円 216円

20,001円～30,000円 324円

30,001円～40,000円 432円

以降10,000円増えるごとに108円ずつ加算

標準地の所在および地番
(住居表示)

本年価格
（円／㎡）

前年価格
（円／㎡）

変動率
(％)

西根一丁目2554番8
(西根1-1-16)

27,400 27,600 －0.7

栄町105番1
(栄町3-5)

27,100 27,300 －0.7

仲谷地二丁目11番8 27,900 27,900 　0.0

本町二丁目601番15外
(本町2-1-13)

51,000 51,900 －1.7

丸内三丁目400番2
(丸内3-1-1)

40,900 41,400 －1.2

標準地の地価公示価格

●問合せ／市税務課固定資産税係☎86-2111内線313へ｡
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■次号の市報５月20日号は、５月18日㈮に発行します。

５月の行事予定
2 ㈬ レディース検診

3 ㈭
ふるさと交流スペース／休日当番医（小関内科胃 
腸科医院）

4 ㈮ 休日当番医（小松医院）

5 ㈯ 休日当番医（さとうクリニック）

6 ㈰
休日当番医（陵南さとう整形外科)／証明書交付窓 
口開庁（午前）

7 ㈪ レディース検診／結核検診

8 ㈫
市ドック（総合健診)／こころの健康相談／結核検 
診／南部・柴橋・西部地区公民館休館日

9 ㈬
行政相談／３歳児健診／レディース検診／結核検 
診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

10 ㈭
ゆめはーと寒河江「わらべうたであそぼう」／ふる
さと交流スペース／健康相談／市ドック（総合健
診)／レディース検診／結核検診／市民浴場休場日

11 ㈮ 結核検診

12 ㈯

13 ㈰
フラワーロード・花いっぱいまちづくり推進事業 
植栽／休日当番医（三浦医院)／証明書交付窓口開 
庁（午前）

14 ㈪ レディース検診／市立図書館休館日

15 ㈫ ゆめはーと寒河江「体験育児サークル」

16 ㈬ １歳６カ月児健診

17 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談

18 ㈮
子育てサロン・エンジェル「しゃぼん玉あそび」／ 
法律相談／離乳食前期教室／保健師育児相談／９ 
～10カ月児健診

19 ㈯ 寒河江つつじまつりイベントデー前日祭

20 ㈰
寒河江つつじまつりイベントデー／休日当番医（山
﨑医院)／証明書交付窓口開庁（午前)／ハートフ 
ルセンター休館日

21 ㈪ レディース検診

22 ㈫
市ドック（総合健診)／中央公民館、市立図書館休
館日

23 ㈬
市ドック（総合健診)／３～４カ月児健診／市立図 
書館、フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

24 ㈭
ふるさと交流スペース／健康相談／市立図書館休 
館日

25 ㈮
市長相談／市ドック（総合健診)／レディース検診／
市立図書館休館日

26 ㈯ 市ドック（総合健診)／市立図書館休館日

27 ㈰
休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院)／証明書交付窓 
口開庁（午前)／市立図書館休館日

28 ㈪ 市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

29 ㈫ ２歳児ピカピカ歯科検診／結核検診

30 ㈬

31 ㈭

ふるさと交流スペース／健康相談／産後のママの 
ためのリフレッシュ講座／パパママスクールゆっ 
たり妊娠編／祖父母学級／固定資産税・都市計画 
税（１期)、軽自動車税納期限

6/1 ㈮ 乳幼児歯科無料検診・8020長寿表彰事業

2 ㈯

3 ㈰
さがえちぇり～マルシェ／休日当番医（陵南眼科 
クリニック)／証明書交付窓口開庁（午前）

4 ㈪

● 実施期間／平成31年３月31日㈰まで（県内の協力

医療機関で接種可能)

● 対象／①②とも当該接種を受けていない方。

　 ①生年月日が次の期間に含まれる方。昭和28年

４月２日～昭和29年４月１日、昭和23年４月２

日～昭和24年４月１日、昭和18年４月２日～昭

和19年４月１日、昭和13年４月２日～昭和14年

４月１日、昭和８年４月２日～昭和９年４月１

日、昭和３年４月２日～昭和４年４月１日、大

正12年４月２日～大正13年４月１日、大正７年

４月２日～大正８年４月１日。

　 ②生年月日が昭和29年４月２日～昭和34年４月

１日で心臓機能障害、腎機能障害、呼吸器機能

障害、ヒト免疫機能不全ウイルスによる免疫機

能障害がある、身体障害者手帳１級相当の方。 

● 助成額／４千円（生涯１回、４千円差し引き後

を窓口払い)

● その他／対象で①に該当する方へ通知書を送付

していますので接種の際は、その通知書を医療

機関に提出してください。②に該当する方は、

市健康福祉課市民健康係にご相談ください。

●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎86-2111

　内線625へ。

高齢者肺炎球菌予防接種費を
生涯１回助成します　　　　

　読売新聞寒河江サービスセンター様より、小学

１年生へ防犯ブザー361個をいただきました。

　東北電力株式会社天童営業所（富樫剛所長）様

ならびに株式会社ユアテック寒河江営業所（後藤

桂司所長）様より、ＬＥＤ街路灯10灯をいただき

ました。

ご寄附をいただきました

不用品登録制度（４月19日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先

をお伝えしますので、直接交渉してください。

■ あげます／座卓、水槽、ファックス用フィルム

カートリッジ、習字道具、ホームタンク、木彫

りの熊、囲碁セット

■ 譲ります／いす、座卓、小型マッサージ器、洗

濯乾燥機

■ 譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■ 譲ります／山形城北高等学校男子制服、ながさ

き幼稚園運動着・通園かばん、ランドセル(黒)、

絵の具、習字道具、リコーダー、鍵盤ハーモニ

カ、筆記用具、画用紙、野球ユニホーム、スキ

　ーウエア、布団、おひなさま

■譲って／二段ベッド

●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

第
３
回
寒
河
江
流
鏑
馬
大
会

●
日
時
／
５
月
13
日
(日)
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
河
川
敷
公
園

●
内
容
／
ス
ポ
ー
ツ
流
鏑
馬
大
会
、
乗
馬
体

験
、
特
産
品
販
売
等

●
問
合
せ
／
寒
河
江
流
鏑
馬
大
会
実
行
委
員

会
・
阿
部
さ
ん
☎
０
９
０(
２
９
８
０)

３

１
６
０
へ
。

市
体
育
振
興
公
社
、
ア
ス
ポ
ー
ト

さ
が
え 

ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
市
体
育
振
興
公
社
主
催
】

弓
道
教
室

■
日
時
／
５
月
22
日
～
７
月
24
日
の
毎
週
火

曜
日
、
全
10
回
、
午
後
７
時
～
９
時

■
会
場
／
市
民
弓
道
場

■
定
員
／
小
学
校
高
学
年
以
上
の
市
民
10
人

■
参
加
費
／
３
８
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
15
日
(火)

少
年
少
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

■
日
時
／
５
月
26
日
～
７
月
28
日
の
毎
週
土

曜
日
、
全
10
回
、
午
後
５
時
～
７
時

■
会
場
／
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
定
員
／
小
学
３
～
６
年
生
20
人

■
参
加
費
／
２
８
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
19
日
(土)

【
ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え
主
催
】

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
会

■
日
時
／
５
月
20
日
(日)
午
前
10
時
30
分
～
正
午

■
会
場
／
市
民
体
育
館

■
定
員
／
市
民
20
人

■
参
加
費
／
５
０
０
円

農業用水路の大水（代かき期間)
　農業用水路に空き

缶や枝葉等が捨てら

れると、多くの人が

迷惑するだけでなく

不慮の事故を招く原

因にもなりますので、

ごみ等の投棄は絶対

にやめましょう。

●問合せ／最上堰土地改良区☎023-662-2040、寒河江川土

　地改良区☎86-5112へ。

■
申
込
期
限
／
５
月
16
日
(水)

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験
会

■
日
時
／
５
月
27
日
(日)
午
前
８
時
～
午
後
２

時
30
分
（
予
定)

、
小
雨
決
行

■
集
合
場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■
会
場
／
白
鷹
山
（
大
平
コ
ー
ス
）

■
定
員
／
小
学
生
以
上
の
市
民
20
人
（
小
学

４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費
／
３
８
０
０
円

■
持
ち
物
／
雨
具
、
昼
食
、
水
、
お
や
つ

■
申
込
期
限
／
５
月
20
日
(日)

●
申
込
／
市
民
体
育
館
☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

個
別
無
料
相
談
会

　

臨
床
心
理
士
等
に
よ
る
相
談
で
、
ご
家
族

だ
け
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。
事
前
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
５
月
29
日
(火)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
発
達
支
援
研
究

セ
ン
タ
ー
若
者
相
談
支
援
拠
点
☎
０
２
３

(

６
２
３)

６
６
２
２
へ
。

司
法
書
士
無
料
相
談
所

●
日
時
／
５
月
17
日
、
６
月
21
日
、
７
月
19

日
、
８
月
16
日
の
各
木
曜
日
、
午
後
６
時

～
８
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
５
階

●
相
談
方
法
／
面
談

●
内
容
／
相
続
登
記
、
土
地
・
家
屋
の
名
義

変
更
、
起
業
、
借
金
返
済
等
の
相
談
。

●
問
合
せ
／
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

　

タ
ー
☎
０
２
３(

６
４
２)

３
４
３
４
へ
。

憲
法
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
会

●
日
時
／
５
月
９
日
(水)
午
前
10
時
～
午
後
３

時
（
受
け
付
け
は
午
後
２
時
30
分
ま
で
、

当
日
の
状
況
で
受
付
終
了
時
間
繰
り
上
げ

の
場
合
あ
り
）

●
会
場
／
県
弁
護
士
会
館
（
山
形
市
）

●
問
合
せ
／
県
弁
護
士
会
事
務
局
☎
０
２
３

(

６
２
２)

２
２
３
４
へ
。

看
護
の
日
・
看
護
週
間
事
業

　

県
看
護
協
会
「
健
康
ま
つ
り
」

●
日
時
／
５
月
12
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
会
場
／
県
看
護
協
会
会
館
（
山
形
市
）

●
内
容
／
１
日
ま
ち
の
保
健
室
（
血
管
年
齢

等
の
測
定
と
健
康
相
談
）、
介
護
・
認
知
症

予
防
相
談
、
妊
産
婦
疑
似
体
験
、
ナ
ー
ス

の
仕
事
体
験
と
記
念
撮
影
、
講
話
（
糖
尿

病
予
防
の
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
等）

●
問
合
せ
／
県
看
護
協
会

　

☎
０
２
３(

６
８
５)

８
０
３
３
へ
。

男
性
大
歓
迎

合
唱
団
さ
く
ら
ん
ぼ 

団
員
募
集

　

一
緒
に
楽
し
い
歌
を
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
60
歳
以
上
の
方

●
会
費
／
年
間
１
万
２
千
円

●
入
会
金
／
２
千
円

●
申
込
／
合
唱
団
さ
く
ら
ん
ぼ
・
菅
原
さ
ん

　

☎(

８
６)

５
７
５
３
へ
。

寛
永
白
岩
義
民
３
８
０
年
祭

講
演
会

●
日
時
／
５
月
20
日
(日)
午
後
２
時
～

●
会
場
／
誓
願
寺
（
白
岩
）

●
内
容
／
渡
辺
為
夫
氏
が
「
寛
永
十
五
年
・

白
岩
騒
動
の
顛
（
て
ん
）
末
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
白
岩
義
民
顕
彰
会
☎(

８
７)

１

５
２
９
へ
。

地　区 大水（代かき期間）

最上堰 ～５月15日㈫

大　堰

５月６日㈰～15日㈫二ノ堰

高松堰

白　岩 ５月10日㈭～

中　郷 ５月16日㈬～30日㈬
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４
月
か
ら
１
年
間
、
さ
く
ら
ん
ぼ

を
は
じ
め
と
す
る
寒
河
江
の
魅
力
を

全
国
に
発
信
す
る
た
め
に
、
市
内
外

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
で
ご

協
力
い
た
だ
く
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
よ

う
に
愛
ら
し
く
爽
や
か
な
３
人
を
選

出
す
る
「
ミ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
８
」
が
４
月
８
日
、
チ

ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
市
内
外
か
ら
９
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

緊
張
し
な
が
ら
も
審
査
員
か
ら
の
質

問
に
し
っ
か
り
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
と
一
般
来
場
者
１
０
０
人

に
よ
る
投
票
の
結
果
、
加
藤
亜
美
さ

ん
（
山
形
市
・
写
真
右)

、
吉
田
里
紗

さ
ん
（
天
童
市
・
写
真
中
央)

、
山
内

桜
さ
ん
（
寒
河
江
市
・
写
真
左
）
が

第
42
代
ミ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

すぽっとチャンネル

今
月
の
表
紙

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　

こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　

〒
991-

8６01　

寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
４5
号　

☎
（
８
６
）２
１
１
１

 

　最上川ふるさと総合公園のドッグランは自然に囲まれた広大な施設です。マナーを守りながら犬を自由に遊ばせられる施設で、フリーゾーンや小型犬ゾーン等があります。犬を飼う家庭が増えている中、このような施設があるのはうれしいことです。 （酒井由美子）

市
報

さ
が

え
　

2
0
1
8
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N
o
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7
0
1

　二ノ堰は、大江公が改城で三の丸城濠に大量の水が必要になったために造った堰だそうです。いつもは見慣れている月山も、この風情ある所からゆっくり見ると、青い空の色に月山の白い色とコントラストが何とも言えずなお一層美しいです。 （佐藤真由美）

　平塩には熊野神社があり、毎年４月

３日に県指定無形民俗文化財の平塩舞

楽が奉納されます。｢平塩」の名の由来

は、塩水の出る泉があり、塩を取るた

めに塩水を熱して水分を蒸発させ、冷

やしたことから「冷や塩」となり「平

塩」に変化したそうです。 （北條幸子）

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感

じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、

地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん

の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

市民レポーター さくらんぼ特派員

Twitterでも特派員が
情報配信中

https://twitter.com/
sagae_tokuhain


